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ウ1) たんそ病菌分生胞子の発芽はきわめて不安定であって, わずかの条件の変化によって もー影響 さ,れ




分生胞子は大部分直ちに付着器をつくる｡ 付着器をつくると, 胞子の内容は付着器中- 移動して胞子は空
虚となる｡ この付着器が発芽をはじめると, 貯蔵物質である脂肪は分解されて低分子の脂肪酸となり, 浸




解酵素によって細胞中層を溶解 して伸展してゆく｡ しかし病原菌が侵入した抵抗性品種の葉では, 病原菌
が細胞原形質に達する前に, 細胞中層に変質がおこって, 抵抗性があらわれるものと考えられる｡ すなわ
ち本菌の分生胞子を接種 したキュウリ (台湾毛馬, 抵抗性) の子葉片は, 健全な場合には市販ペクチナー
ゼや培養ろ液で完全に解離されるが, 接種葉では付着器下の細胞中層が変質するので, その部分の細胞は






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ウリ科植物のたんそ病は圃場においてキュウリその他の成業を侵して被害を与えるのみでなく, スイカI
などでは市場に輸送された後にも果実に激発 して, 大きな被害を与えている｡ しかし, 本病に対するウリ










な例として注目に価するとともに, 植物病理学上さらに病態生理学上にも多大の価値を有する もので あ
る｡ よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める0
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